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研究成果の概要： 

本研究の目的は、コーパスを用いて、工学系大学生が、将来、専門分野の英語論文・記事を理

解する上で必要となる語彙を特定する方法を考案し、これらの語彙を基に、英語教育学・辞書

学・工学の総合的観点から、論文読解のためのESP語彙学習e-learningを開発することである。

ここでは、インストラクショナル・デザインの考え方を取りいれて、英語語彙学習 e-learning

教材の作成・学生の学習状況のデータ分析・分析結果の教材へのフィードバックという一連の

語彙学習システムを構築する。 
 
交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2005年度 1,500,000 0 1,500,000 

2006年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

2007年度 800,000 240,000 1,040,000 

年度    

  年度    

総 計 3,400,000 570,000 3,970,000 

 

 

研究分野：外国語教育 

科研費の分科・細目：英語教育 

キーワード：コーパス、ESP、辞書、CALL、教材作成、語彙学習 
 
１．研究開始当初の背景 

ニーズ分析の結果、研究室配属が終わった
工学部上級生・大学院生では、論文読解力の
習得が強く望まれていることが明らかとな
った。ところが、専門の定まっていない工学
部大学生に対して、論文読解力育成を目的と
した ESP教育を行う場合、特定の分野の専門
表現・専門語彙の提示よりも、むしろ、工学
系の幅広い分野における科学技術論文・記事
に使用されている語彙を選定し、教材化する
ことが肝要となる。これまで、工学に特化し
た、こうした準専門語彙の選定は行われてい

ない。また、その方法も確立されていない。 
 

２．研究の目的 

本研究の目的は、ニーズ分析を踏まえて、
工学系論文読解能力の育成を目的とした、学
部生のための語彙学習 e-learning システム
を開発し、その一連の研究調査を通して、科
学技術論文・記事の読解に必要の語彙力とは
何かを明らかにすることである。 

 

３．研究の方法 

(1) 科学技術英語コーパスの構築 
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工学専門教員の協力を得て、工学系学部生
に適した英文テクストを選定し、質・量と
もに目的にかなったコーパスを構築する。 

(2)コーパス分析とターゲット語彙の選定 

 コーパス分析によって、準専門語彙を切り
出し、ターゲット語とする。 

(3)ESP 語彙学習 e-learning の開発 

 英語教育学・辞書学・工学の知見を融合さ
せて、ターゲット語彙を基に ESP 語彙教材
を作成し、PC およびケータイの両端末から
アクセス可能なオンライン学習用 ESP 語彙
e-learning システムを開発する。 

(4)学習履歴・アンケートからのフィードバッ
ク 

 学習履歴の分析およびアンケート分析に
よって e-learning システムの評価・改良を
行う。 

 

４．研究成果 
本研究では、工学系学部生のための，自律

的・総合的英語語彙学習システムの開発を目
指し、インストラクショナルデザインの考え
方を取り入れて、ニーズ分析・言語材料の特
定・e-learning 教材の作成・学生の学習状況
のデータ分析・分析結果の教材へのフィード
バックという連続的・循環的流れに沿った、
e-learning 語彙学習システムの構築を試みた。  

2006 年度は、ニーズ分析の結果を踏まえ
て、本研究で言語材料として使用するべき語
彙表を、独自に構築した学技術論文・科学技
術記事テクスト・コーパスより切り出した。
これまで、専門語彙・特徴語彙の特定を行う
ためのコーパス分析は数多くおこなわれて
きたが、工学系学部学生のための準専門語彙
抽出に特化した、コーパスの構築・分析の手
法の研究は尐なかったと言える。 

2007 年度は，工学系準専門語彙である
EGST 語彙表を踏まえて，音声認識テスト・
文字認識テストや fMRI による脳機能の測定
を行い、e-learning 教材にどのように音声を
組み込むべきかを調査した。 

これらの成果を踏まえて、2008 年度は、
オンライン語彙学習のための e-learning を
実施し、学習履歴・学習成果の分析より、シ
ステム改良を目的とした評価を行った。評価
の観点は、(1)学習の継続・持続、(2)自律的学
習活動の有無、の 2 点である。 

本研究の成果は、関連学会において、口
頭・論文で発表している。 
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